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菅 利 信
　本学の各教室において毎年多数の研究論文が発表
されており，東京医科大学業績集として刊行されて
いる．この業績集の中で外国語論文がどれ位の量に
なっているのか，又それがどのような雑誌に多く掲
載されているのか，さらに掲載された雑誌は医学の
各分野においてどのような影響力をもっている雑誌
なのであろうかを1989年から1992年について調査
分析した．この調査分析は，第117回本学の医学会
総会と第125回本学の医学会総会で発表した内容を
引継いだ．調査分析した資料は東京医科大学業績集
48巻（1990）～51巻（1993）までである．1989年か
ら1992年までの4年間に本学の教職員が発表した
外国語の原著論文数は299編であった．その内訳は
図1である．
　これらの論文がどのような雑誌に掲載されたかを
盛年度毎に掲載論文数の多い順に1位から7～10位
まで選んだ．1989年度は1位から7位までの雑誌に
計14論文が掲載され2論文掲載された雑誌名が図
2である．
　1990年度は1位から10位までの雑誌に20論文
掲載され2論文を掲載した雑誌名が図3である．
　1991年度は1位から39位までの雑誌に26論文
掲載され，2論文以上掲載された雑誌名が図4であ
る．
　1992年度は1位から10位までの雑誌に計25論
文掲載され，2論文以上掲載された雑誌名が図5で
ある．
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図1　外国雑誌に掲載された論文数（但し，国内欧
　　文誌を除く，原著論文のみ）
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　これらの数字を見ると毎年外国語論文の数が上昇
しているのがわかる．本学から投稿された論文が4
年間に最も多く掲載された雑誌名と論文数が図6で
ある．
＊本論文の要旨は1994年1月28日（金）大学病院臨床講堂での最終講義である．
　注：lmpact　Factorの算出方法
ある雑誌が過去2力年に発表した論文の総数＝A
その雑誌が過去2力年に発表した論文が当年度において引用された回数の総和（その雑誌自体によって引用され
た回数も含む）＝B
　　Impact　Factor＝B／A
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図61989年度～1992年度まで掲載された論文数
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図7Surgery
　　これらの雑誌は，医学の各分野においてどれ位の
Impact　Factor（多数の論文を掲載する雑誌は，多数
引用される可能性を考慮して，引用された論文数を
掲載論文数で割り，その雑誌の「影響度」を数量的
に評価しようと試みた数値をいう）のある雑誌であ
ろうかというと，引用される回数の多い論文や雑誌
は，即ち，発表されて短期間のものがすぐに引用さ
れる傾向の高い雑誌，長期間にわたって引用され続
ける傾向のある雑誌などをImpact　Factorで調査
することができる．本学から投稿した論文を最も多
く掲載した雑誌で1位にランクされた雑誌である
Transplantation　proceedingsは，1991年と1992年
の2年間で9編の論文を掲載している．この雑誌は，
分野はSnrgeuyの分野に入り，この分野では，
Inpact　Factorを与えている雑誌は87種であり，そ
の中で1991年度は16番目にランクされている雑誌
である（図7）．
　　2位のAmerican　Journal　of　Hematologyは4年
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内で8編の論文が掲載されている．この分野で
Impact　Factorを与えている雑誌は41種あり，その
中で25番目にランクされている．又，4位のExperi－
mental　Hematologyは4年間で5編の論文が掲載
されている．この雑誌のImpact　Factorは高く7番
目にランクされている（図8，9）．
　3位のCancer　Genetics　and　Cytogeneticsは4年
間で7編の論文が掲載されており，Oncologyの分
野でのImpact　Factorを与えている雑誌は77種あ
り，21番目にランクされている雑誌である（図10，
11）．
　以上Impact　Factorの高い雑誌に投稿されてい
る がわかる．研究論文を投稿する時は，どのよう
な雑誌に投稿すれば自分の研究の目的を果たすこと
が出来るのか，自分の研究が他の研究者にどのよう
な影響を与えているのかを知ることは研究者として
は当然知っておかねばならないことである．
（4）
